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雜

緯

ラ
ス
キ
ン
の
美
術
批
評
家 

時
代
の
終
焉
：

彼
の
美
術
論
に
含
ま
る
、
，社
會
恩
想

奥
并
復
太

0

recffi

:•
.
U
r
,
>t
*.
r1
&
'
-iv
8

?i
s

嘗
て
述
ベ
た
如
く
一 

八
六
©

年
は
ジ.

ョ
ン
•
ラ
ス
キ
ン 

の
生
涯
を
ニ
つ
に
劃
す
年
で
あ
る
？
簡
•軍
に
云
へ
ば
一 

八
，：

f

九
年
に
始
ま
つ
た
彼
の
前
半
生
は
美
術
批
評
家
ど 

し
て
の
經
歷
を
一
八
六
〇
年
ま
で
續
け
て
來
农
が
同
年 

以
後
は
社
會
改
造
論
に
彼
の
特
色
を
見
出
す
樣
に
な
つ 

て
來
た
。
本
稿
は
一
八
六
〇
年
に
到
る
彼
，の
經
歷
中
未 

だ
發
表
す
る
を
得
ざ
り
し
部
分
を
簡
單
に：

記
錄
し
て
、 

,最
初
の
||
:畫
ど
は
異
り
乍
ら
も
觅
に
角
、『

美
術
批
評
家
。

ビ
し
て
は
じ
め
ら
れ
f2
る
ジ
ョ
ン
•
ラ
ス
キ
ゾ
の
生
涯
に 

窺

は

る

_
>
社

脅

偷

理

V」

そ
の
思
想
の
發
展』

を

1

應
完 

結
せ
ん
^

す
る
も
の
で
あ
る
。
旣
に
徼
表
せ
る
部
分
は

■ 

: 

'

.

.

.

.
 

. 

: 
.
.
.

.

. 

!
 

.

繼
續
的
に

1

八
五
三
年
出
版
の
I

「

ヴ
ユ
二
ス
の
石」
に
及 

一
び
| £

に
續
い
で「

ラ
ス
キ
ン
の
勞
働
者
敎
育」

ミ
爾
し
た 

一
片
を
以
つ
て
五
十
年
代
の
中
半
に
從
事
せ
る
彼
の
仕 

一
，'
事

の

性

質
S

そ
の
甩
想
的
背
景
ビ
を
简
母
^

示
し
た
。
 

|
 

‘故
に
一
八
六
〇
年
ま
で
に
殘
る
所
は
一
八
五
六
年
以
後 

,
嫌
ん
に
行
は
れ
た
彼
の
公
開
講
演
き「

近
世
窬
家
論」

'

一
.
續
卷
並
び
に
そ
の
完
結
に
つ
い
.て
語
る
ベ
き
で
あ
る
0
- 

彼
の
公
開
講
演
に
®

ら
れ
た
思
想
"

殊

に「

永
遠
の
歡 

び」
「

一
一
つ■の
路」

め
一
ー
篇
に
含
ま
る
、
所
論
仄
つ
い
て 

.一は
古

く「

ジ
ョ
ン
.
•ラ
，ス
キ
ン
の
奢
侈
論」

R
於
い
て
一 

部
紹
介
し
た
事
が
あ
る
。
故
に
本
稿
に
於
い
て
主
ど
し 

:

て
；記
叙
せ
ら
る
>

の
は
..「

近
世
書
家
論」

の
完
成W

そ 

の

.®
想
的
發
展
ビ
に
つ
い
て
く
あ
る
。
唯
一
權

旣

R

發

 

，表
せ
る
部
分
^

の
脈
絡
を
保
.つ
必
要
上
先
づ
傭
單
に
:!
*

笫
屮
八
卷.

C
U

I
K

九〕

.
，雑

0

、
ラ
タ
キ
シ
，

.

S

術
批
評

f

時
？.の̂

: #

:

笫
九
雛

1

0
九



笫
屮
八
怨

(

ニ一九
0

>

雜

錄
 

#

を
取
扱
ふ
で
あ
ら
ぅ
。

:「

グ
，
一
一
ス
の
孖」
出
版
後
ラ
ス
キ
ン
は
-
デ
ン
バ
ラ 

に
於
い
て
，

「

雄
築
並
び
に
㈱

窬
に
關
す
る
四
つ0

1
1

演」 

Q

A

五
三
年
の
秋〕

を
企
て
れ
。
お

の
®

年

彼

の

_

は 

ジ
>

シ
：に
.對
し
て
離
婚
訴
訟
を
起
し
遂
に
離
婚
認
許
の 

判
決
を
得
れ
、

こ
の
事
は
.ラ
ス
キ
.ン
を
煩
は
す
所
少
く 

な
か
づ
た
ら
ぅ
が
彼
を
苦
し
む
る
所
の
も
の
で
な
か
つ 

たw

思
は
れ
て
ゐ
る
。

こ

の

事
件
の
後
®
は
瑞
西
に
旅 

行
し
た
。
此

の

旅

行(

五
S

 
.
は
建
築
論
そ
の
他
に
逸 

走
せ
る
彼
が
西
び「

近
世
播
家
論」

の
執
筆
に
旗
歸
す 

る
.所
を
物
語
る
も
の
で
あ
る

o

瑞
西
の
地
.は
苒
び
彼
に 

平
和
ざ
.與
氣
皮
感
激
ミ
を
授
け
て
彼
の
不
愉
快
な
記
憶 

を
弱
か
ら
し
め
前
途
の
光
明
i

彼
の
使
命
»

を
«

え
±
 

ら
し
め
た
。
此
の
旅
行
中
の
筆
に
な
る
小
诹
子
に「

水 

晶
宮
の
開
場」

W

稱
す
る
も
の
が
あ
る
。：

そ
.の
表
題
は
一

i

A

M

1

年
の
英
國
太

»

■

#

の

材

料

を

用

ひ

て

建

設 

さ
れ
れ
硝
子
張
の
大
建
築

.ク
リ
ス

5
N7V
•
パ
レ
彳
ス

W
K

ラ
ス
キX

の
藥
術
批
評
家
時
代
の
終
焉 

笫

九

跳

| 

|
Q

對
す
る
批
評
を
意
味
す
。
此
の
計
畫
は
敎
育
的
廣
術
的 

:)

影
響
を
廣
汎
な
ら
し
む
る
も
の
で
あ
る
が
ラ
ス
キ
ン
の 

批
評
-1
1

乙
の
、
r

ィ
ッ
ヶ
I
-
,ン
M

の
，ょ
ん
で
フ

X

ア
リ
I
 j

フ 

:
':
:

ン
ド
の
殿
堂w

し
れ
建
物
に
現
代
の
.宗
敎
的
信
念
の
缺 

|

陷
が
示
せ
る
表
現
を
み
之
れ
を
死
せ
る
建
築
物
ビ
呼
ん 

:

だ
0

此
の
小
册
子
は
後
年
ク
冲
リ
ア
ム
•

名
リ
ス
が
繼
い 

|

で
叫
^

た
古
代
建
築
保
護
論
で
あ
る
、換
言
す
れ
ば「

近 

.

.

世
*

家
論」

「

建
築
の
七
燈」

'

「

グ
ぶ
ニ
ス
の
石」

の
諸
®
 

に
散
在
し
て
ゐ
る
彼
の
古
代
建
築
に
對
す
る
愛
情
は
組 

織
的
化
本
册
子
の
中
に
綴
ら
れ
た
の
で
め
る
。
し
か
も 

I
.

此
の
書
中
に
後
年「

ア
ンV

ツ
！

ジ
ス
•
ラ
ス
ト」

の
中 

.

:の
カ
强
; ^

句
「

與
敢
に
幕
を
あ
げ
.て
、
.
光
を
み
ょ」

の 

一
意
味
^

相
當
す
る」一

文
の
含
ま
れ
て
ゐ
る
事
は
典
味
が 

:

あ
る
o
- :

直
視
せW

る
#

惡
の
橫
行
に
無
關
心
な
る
は
近

( 

'.
'

代
人
の
特
色
^

す
る
弊
寄
で
あ
^

-

歡
樂
の
極
み
を
纖

,

.，
へ
せ
る
夜

宴

-1C

.
 |

度

四

方

の

壁

が

開

か

れ
て
^

處

に

死
そ 

の

も

の

、
如

き

、
魏

惡

、

困

窮

、

墩

敗

せ

る

同

胞
0

.姿

i

i

n

i

が
展
開
せ
ら
れ
た
る
時
？
人
は
た
ド
に
服
を
背
む
け

校

-
の

，
，彼
.の
.敎
授
は
後
年
の
著「
圖
«

法
要
義」

S

合

だ
け
で
あ
ら
う
か
、

1

時
的
哀
個
の
情
を
催
ほ
す
丈
け
せ
て
彼
の
思
想
上
で
は一

つ
の
特
色
を
有
す
る
も
の
で
；
 

で
あ
ら
う
が
。『

食
卓
^

病

床

ヒ

を

_

つ
•
る

家

：
の

‘
壁
n

極
.

.」

あ
る
事
を
注
意
し
て
お
く
に
止
ま
る
◊

か
く
の
如
き
事
情
の
中
に
„

近
世
書
家
論」
^

H

卷 

は

一

八
四
六
年
を
隔
つ
を
事
十
年
に
し
て
漸
く
五
六
年 

に
出
版
せ
ら
れ
た
。
從
つ
T

同
卷
に
現
は
る
、
特
色
は 

こ
の
十
年
が
齎
ら
し
れ
彼
の
思
.想
的
變
化
で
あ
る
。
形 

式
的
に
み
れ
ば
彼
は
同
書
に
於
い
て
從
來
ど
つ
て
來
穴 

構
成
上
の
系
統
的
組
織
を
排
し
f t

。
第
一
第
二
の
兩
卷 

の
目
次
を
見
る
者
は
如
何
に
同
書
の
形
式
的
構
成
が
詳 

蜜
で
あ
る
か
を
知
る
で
あ
ら
う
。
然
か
る
に
第
ー
ニ
卷
は 

S

廳
な
る
書
&

流
し
で
あ
る
。
こ
の
事
は
ラ
ス
キ
ン
が 

各
方
面
に
漸
ぐ
形
式
的
莊
重
を
排
し
て
卒
直
凱
切
大
膽 

:■

な
る
表
現
法
を
試
み
る
に
.
至
つ
た
傾
向
^
見
る
可
き
て 

あ
る
。
其
の
忍
想
的
變
遝
に
就
い
て
云
へ
ば
十
年
の
歲 

，月
が
ラ
ス
.
キ
.ン
の
如
く
熱
烈
な
眞
理
の
探
求
者
の
思
想 

上
に
何
等
か
：の
變
化
を
加
へ
な
い
事
は
稀
れ
で
あ
る
。

く
僅
か
な
數
呎
の
土
地
も
實
に
困
窮w

享
樂
ビ
を
境
す 

る
凡
べ
て
な
る
が
、
然
か
も
之
れ
に
ょ
つ
で
實
際
の
*
 

實
は
、
.ダ
ィ
グ
<

1

ズ
€

，ス
ザ
ラ
ス
相
互
®

眞
實
の
關
係 

は
變
せ
ら
る
べ
く
も
な
い
の
で
あ
る』

^
。

「

近

世
*

家

論」

は

此

の

旅

行

後

直
4

に

執

筆

せ

ら

る 

ベ
：く

し

て

未

だ

出

版

を

見

る

に

到

ら

な

か

つ

れ

、

1

八 

五

四

年

ょ

り

五

五

铝

に

か

け

て
M

に

そ

の

後

數

年

の

間

：
 

フ
レ
デ
リ
ッ
ク

0

デ
一
一
ス
：ン
•

モ
リ
ス
の「

勞

働

者

學

校」

 

又「

建
築
博
物
館

」

の
關
係
ォ
ク

I

ヌ
フ
ォ

I

ド

博

物

館

の

：
 

建

設

等

は

彼

の

注

意

を

侧

而

に

龙

し

ら

せ

た

も

の

で

あ 

卞

、
一'1

八

五

五

年

以

後

當

分

.の

間

每

年

繼

續

し

て

執

筆
 

I

U

れ

ー

カ

キ

ャ

デ

ミ

ー

評

論

j

も

多

忙

な

る

彼

を

益

々

多

忙 

な

ら

し

め

れ
P

是

等
^

.

つ

い

て
.

々
語
る
：必

耍

は

勿

論 

:認

む

る

が

今

は

そ

れ

を

避
»

ね

ば

な

ら

ぬ

.
。

「

勞

働

者

學

龄

十

八

餘(.一
:

二
九.」

)

：.

雜
.

ン
.
.
.錄
' 

ヲ
ス
キ
ン
の
美
術
抑
評
家
時
代
の
■■終
焉

■

第
九
號
'

»«iiO 

f » %



祐
十
<

餘
(
「

ニ
九
，
5

 

.

雜
錄

■

ラ
ス
キv

の.美
術
批
評
家
時
代
の
終
焉 

第

九

號

て

一

ニ

:

:

fe
i

に
第1

卷
ど
第
ニ 

■
，ど
は
異
つ
た
氣
分
に
於
.い
て
執

:

筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
十
年
經
過
の
後
彼
は
先
づ
前：

:

ニ
卷
に
述
ベ
た
所
^
以
後
に
述
ぶ
可
き
も
の
ぞ
の
間
に

:

連
：絡
を
つ
け
ね
ば
な
ら
な
か
つ
：た
。
：：此
の
意
味
で
第
三

麵
は
此
較
的
に
彼
の
中
心
思
想
を
ょ
く
纏
め
て
あ
る
ビ

見
：る
#

,
が
出
來
や
ぅ
.？
第
一
卷
ゅ「

眞」
に
忠
赞
な
る
^

き
を
說
い
た
が
ミ
ス
^

<
丨
•
デ
ィ
ス
タ
レ
ス
の
特
色
あ

る
タ
ア
ナ
ア
の
作
品
ど
手
法
は
ミ
ラ
チ

ー

：ト
ネ
ス
そ
の

も
の

A

ラ
フ
ァ
ユ
ル
前
派
の
作
品
と
の
間
に
存
在
す
る

.表
面
上
の
對
照
を
說
明
し
な
け
れ
ば
，雨
者
を
同
時
に
稱

«

す

る

襄

を

得

な

い

。
東

に

第

ニ

：卷

は

そ

の

表

現

又

^-
丨

:
模
倣
的
«

現
の
手
法
に
於
.い

で

蓊

し

く

弱('
劣

等

な

る

伊
太
利
の
純
眞
派
ビ
ュ

k

グ
ス
ト

)

を
：激
稱
し
て
：ゐ
る
°

第1；

ー
卷
は
宗
敎
的
純
情
に
發
す
る
作
畫
的
動
機
を
尊
重
：

し
て
ゐ
る
、
，
こ
の
純
情
が
タ
.ア
ナK

そ
の
，他
の
者
に
あ

る
か
西
か
も
1

つ
の
問
題
で
あ
る
：？
兎
に
饵
こ
、
に
解 

決
す
べ
き
は
タ
ア
ナ
.ア

，
の

偉

才

は

、

彼

の

示

せ

る

「

眞」

b

定
數
的
實
體
的
の
性
質
に
あ
る
か
义
は「

存
せ
ざ
る 

.

輝
き
^

聖
化
ビ
詩
的
夢
想」

ど
を
加
ふ
る
に
あ
る
や
.ビ 

パ
云
ふ
疑
問
で
あ
る
。

：.

:;
入
ラ
ヾ
ス
キ
ン
の
之
れ
に
對
す
る
態
度
は
次
の
如
く
で
あ 

る
。
ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派
も
タ
ア
.

ナ

K

も「

眞」

の
把
持
.に 

於
い
て
は
同
一
で
め
る
_

、.
^

「

眞」

に
は
事
物
の
本 

:

相
乂
は
眞
髓
ヶ
穿
つ
も
の

V」

假
相
乂
は
偶
然
相
を
語
る
:

:: 

も
の
^

•

か
め
る
。
誠
に
；事
*

に
つ
い
て
そ
を
忠
實
に
：語 

る
な
ら
ば
倾
人
も
本
相
眞
髓
を
促
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
Z 

. 

の
本
想
を
捉
ふ
る
力
は
輕
々
し
く
云
.

々
^

る

べ

き

で
-̂ 

く
し
て
人
の
生
來
的
に
賦
與
せ
ら
れ
左
力
で
あ
り
、
之 

れ
を
呼
ん
で
想
像
カ
ヒ
云
ふ
。
畨
家
に
せ
ょ
他
0

_
術 

:

家
に
f

ょ
、
こ
の
想
像
ヵ
の
肴
無
大
小
が
彼
等
の
優
劣 

を
決
定
す
る
條
件
e

な
な
、；

他
の
條
件
即
ち
晝
家
が
用 

ふ
る
線
^

色
の
關
係
の
如
き
は
問
題
で
な

S

、
蓋

し

音

、

樂
家
が
如
何
に
想
像
力
に
富
め
：る
も
線
：

w

色
ど
k

關
す 

■.
る

知

識
.
技
能
〃
な
-
'
—

し

；て
.
.畫
.

家
：位

<
-
£
v
.

ん
ミ

_
>

て
i

h

v

K

.は
他

i

を
し
て
彼
を
畫
家
ミ
認
め
し
む
る
も
の
で
な
い
？
人
各 

.;

k々

用
ふ
可
さ
用
途
耍
*

が

あ

る

、
；
こ
の
用
^

3?

具
Z

 

そ
多
岐
で
あ
つ
て
或
人
は
爾
鑛
を
*

り
他
は
樂
器
を
S

 

る
-

、
或
#

は
。へ
ゾ
を
ど
り
他
の
者
は
塗
を
持
つ
。
M

し 

て
®

等
自
炉
ら
用
ふ
る
要
具
に
つ
い
て
最
高
の
知
識
ど

j 

知2
慧
？
を
有
す
べ
き
は
勿
論
で
あ
る
。
■故
に
想
像
力
の 

大
小
强
弱
は
決
觉
的
で
あ
る
。:
之
れ
®
術
的
に
云
へ
ば 

創
意
の
力
で
あ
る
。
偉
大
な
る
も
の
は
こ
の
創
意
に
從
，
 

.つ

て

自

由

な

る

手
»

を
：，ふ
る
ふ
。
或

る

者

は

奔

放

不

礙

、

： 

或

る

港

は

柳

密

細

微

各

々

自

分

の

欲

す

る

所

を

行

ふ

ブ

.：
 

£

故
に
手
法
铒
現
等
の
精
粗
を
以
.

つ
て
優
劣
を
論
ず

j 

:
;

る
辦
は
出
來
な
い
。
要
は
：劍
意
の
カ
に
あ
ゾ
想
像
カ
0

「

| 

大
r/
l

>

に
あ
る
：。

之

の

想

像

カ

は
«

を

甚

ヒ

す

る

か

、
：常1 

に
事
物
の
本
相
眞
髓
を
凝
視
し
*

物
の
.

，

「

眞」

.
，
を

糧

W

 

し
て
成
長
し
て
行
く
も
:0
:

で
あ
る
。

故
に
ア
ィ
デ
.

ィ
ア
タ
ズ
ム
、
ヌ
ァ
y
ズ
ム
の
兩
者
を
區 

別
す
る
事
は
末
で
あ
る
o

愚
鈍
な
ジ
ア
リ
ズ
ム
は
排
斥

す
べ
き
ど
同
じ
く
傲
漫
虛
尊
の
ア
ィ
デ
ィ
ア
リ
ズ
ム
は 

又
不
遜
排
す
べ
き
で
あ
る
。
眞
理
は
一
つ
で
あ
る
、
そ 

の
誤
ま
る
邪
道
は
多
い
、
故
に
邪
道
の
數
丈
け
友
織
に 

多
く
の
眞
理
の
現
は
れ
方
が
あ
る
。
聖
寒
は
一
方「

常 

に
喜
ぶ
べ
し」

ぞ
訓
へ
な
が
ら「

哀
し
む
者
は
福
な
ご 

S

說
く
、
そ
は
矛
盾
か
、
否
明
か
に
■
書
は
一
つ
の
動 

か
す
べ
か
ら
ざ
る
眞
理
を
述
べ
て
ゐ
る

r

義
き
事
の
爲 

:

め
に
苦
め
ら
る
、

W

も
爾
曹
は
.

福
な
る
者
な
^

N」

ど
。即 

ち
哀
し
む
者
の
爲
め
に
は「

常
に
喜
ぶ
ベ
し」

ミ
說
く
。
 

喜
び
を
み
て
他
を
知
ら
ざ
る
者
に
は「

哀
し
む
者
は
II 

な
b

j

 

?
訓

し

て「

哀
し
み」

の
存
花
を
知
ら
し
め
ん 

S

す
る
。
そ
の
中
間
命
題
は「

翁」

に
進
ん
で
つ
く
べ 

し
ど
云
ふ
に
あ
る"

「

義」

に
つ
ぐ
時
は
哀
し
み
あ
つ
て 

又
喜
び
あ
る
な
ぅ
ド
> 

云
ふ
。

M

の
態
度
に
於
い
て
ラ
ス
キ
ン
.は
第
三
卷
を
書
い 

た
。
彼
の
中
心
的
砠
想
は
第
五
卷
序
文
に
要
約
さ
れ
て 

ゐ
る
、
即
ち
神
の
製
作
の
完
全
迟
永
遠
の
美
ビ
を
表
明

笫
九
號
、

一
1

三

竿

八

卷

(
1
1
1

九I
1
1
V

 

:

雜
;:

錄

..
ラ
ス
キ
ン
の
美
術
批
評
家
時
代
の
終
焉



十

八

卷(I 

ニ
九
，四〕

雜
':

錄
:

ヲ
ス.
キ
ン
の
美
術
批
評
，家
啤
代
：の
終
焉

第
九
號

四

t

人
問
の
あ
ら
ゆ
る
製
作
が
之
れ
に
，一
致
せ
る
や
否
r 

又
其
の
理
法
に
服
腸
せ
り
や
S

や
を
檢
す
る
事
で
ぁ 

る
。
ぞ
の
根
本
的
見
解
は
純
潔
な
る
精
.神

を

有

し

、

.己 

:の
，凡
べ
：て

を

知

り

常

に

謙

讓

淼

順

^

ぁ
り
又
自
己
に
定
：
 

へ
め
&

れ

打

歡

ど

幸

福

の

源

泉

：で
ぁ
‘る

個

性

的

能

カ

の

滿 

足
な
‘る
述
相
を
知
り
更
代
此
の
幸
福
^
對
す
る
感
謝
の 

念
、

又
之
れ
に
伴
ふ
_

務
感
に
il
-
し
て
は
常
に
熱
情
的 

:で
ぁ
る
人
_の
行
爲
ノ

1

言
に
し
て
^
へ
ば
高
尙
な
百
的
：
 

を誠
！
！

に
保

つ
人

々
の
«

©

が
^

部
に
友

つ
て
尊

貴̂
 

傭
大
^

の
最
大
限
を
決
定
す
るW

云
ふ
の
で
ぁ
る
r 

,
以
上
は
第
ー
ニ
卷
に
於
ぃ
て
特
に
說
か
る
可
き
理
論
で 

•ぁ
つ
た
> 
併
か
し
同
卷
の
後
半
は「

風
景
肅
史」

k

レ 

て
の
特
色
を
持
つ
て
ゐ
る
。
希
臘
>
 

巾
世
、
近

代
人

の 

自
然
に
對
す
る
感
情
を
研
究
し
、：维
四
卷
に
於
：け
る
數 

章

即

ち

國

民

の

生

活

及

び

性

格

に

對

ず

：る
山

嶽

の

影

響

：

究
は
彼
自
炉
ら
仑
の
ボ
完
全
を
認
め
て
ゐ
る
、
從
：つ
て 

一
定
の
形
.體
を
仑
な
へ

J

つ
の
f t

示
を
與
ふ
る
に
そ
の 

滿
足
を
ih

め
て
ゐ
る
。
.

こ
.の

問

題

はラ
ス
キ
ン

の
如
く 

其

の

幼

時

ょ

大

自

然

の

影

響

^
深

く

受

け

た

者

が

取 

扱
ふ
に
於
い
て
非
常
に
適
切
で
あ
る
。
第
三
卷
に
云
ふ
. 

所
も
自
己
の
經

驗

感
.#

を
物
語
る
の
で
あ
る
。
自
然
の 

風
物
を
愛
す
る
事
は
神
が
人
に
與
べ
た
恵
み
で
あ
る
、
 

人
が
自
然
を
愛
す
る
は
本
能
で
あ
る
、
故
に
ゴ
シ
/

»

 

築
は
充
分
に
自
然
を
そ
の
製
作
中
に
取
り
入
れ
た
。
文 

»

復
典
に
於
い
'

て
そ
の
自
然
.

が

捨

て

ら

る

、
や
日
常
生 

活
の
周
圍
R

自
然
美
を
見
な
く
な
つ
た
人
々
は「

風
景 

»

」
な
る
も
の
を
.

要
求
し
た
、
今
日
に
於
い
て
も
人
々
：；
 

は
自
然
を
求
め
：る
爲
め
に
都
市
を
«
れ
て
原
野
丘
陵
の 

間
に
赴
か
う
^

し
て
ゐ
る

U
。

瘙
等
山
嶽
の
硏
究
は
il
l

 

嶽
愛
好
者
登
山
家
に
美
的
興
味
を
起
さ
し
め
た
も

，の
^

を
論

.じた

「

山

«

の
榮
光

」

ノ

ぞ

 

せ
て

^
?
別
の
論
文
^

し
て

(

 ̂

hr.r.
 
^

山
嶽
の
®
*」

：に

合

し

て

、
.例
へ
ば
英
國

K
ル
ビ
ン
•
ク
ラ
ブ
の
感
亂
を
党

此

の

L 
.

h

じ
.
h

.-
'

:

c

:

E

t

I I

If
I!

を
見
る
思
索
は
そ
の
敎
现
忙
從
つ
て
働
く
の
强
制
を
感 

せ
し
む
る
。
山
«

の
5 >

、
淡
光
«
單
な
る
興
味
ょ
り
思 

:

索
：へ
、：.：單
な
る
思
索
ょ
り
實
際
的
效
果
へ
：VJ

彼
を
運
ん 

だ
，
彼
は
進
ん
で
山
地
農
民
に
自
然
の
眞
美
を
敎
へ
彼 

等

を

そ

の「

藪
®

」

：
ょ
り
救
び
榮
光W

幸
福
ど
の
中
に 

生
活
せ
し
め
ん
ど
す
る
0
.

で
あ
る
。

;

::
;

::
;「

近
世
窬
家
論」

第
|

1

1

第

四

の

兩

卷

は--
-
八
五
六
年
に 

0
表
さ
れ
ft

。
同
年
ラ
ス
キ
ン
は
な
ほ
タ
ァ

ナ

ァ

の
作 

品
で
あ
る「

英
國
港
海
畫
集」

，
へ
緖
言
t

解

題

を

書
 

,

い
：て
出
版
し
れ
。
本
書
は
.
M「

近
世
*

家
論」

の
補
地
を 

爲

す

も

の

，
そ

の

文

體

は

ラ

、
ス
，キ
ン

0

力

量

を

示

す

最.

ム
は
漸
く
脫
ぎ
去
ら
れ
んV

J

し
て
ゐ
れ
で
.
他
方
そ
の
-
 ̂

生
觀
に
つ
い
て
も
深
く
靡
み
る
所
が
ぁ
つ
た
、
自
然
の 

美
ミ
人
生
の
難
酷
、
神
の
恶
み
ど
之
れ
^
對
す
る
人
の 

一
無
知
冷
.淡
»

蒙
の
對
照
を
は
つ
&

り
皮
«

じ
て
來
た
、

一
是
等
の
感
慨

^
自
己
の

_
責
..使
命
觀V 」

は

.
遂

に

彼

を

し
 

.て
、
彼
が
將
來

.「

完
备
な
る
條
件
に
於

S

て
生
活
し
ぅ 

可
き」

日
數
を
計
算
せ
し
め
れ

o
こ
の
數
は

】

.萬

1

千 

.
，
七

百

九

十

五

日

？

現

は

れ

ノ

ほ

.V
:
彼
の
全
生
涯
を
顧
み 

て當れるものはれ

•て
ゐ
‘
。
彼
は
日
誌
其
他
の 

、
.WL
錄
に
於
い
て

/
の
日
數
を
順
序

減:b
去
る
事
に
ょ

.*9 

'
て
自
己
の
使
命
職
責
に
對
す
る
威
を
深
か
ら
し
め
た
。

.

.

.

.

.

. 

_ 

' 

i
. 

< 

.

-
* 

• 

. 

' 

J
* 19
 
1 
I 

J
 

-
-

大

傑

作

の

：一
せ
せ
ら
れ
，、
：
海

の

榮

光

ヒ

航

海

，を

歌

ふ

言

|

此
の
旅
行
に
.

於

s

て
彼
の
身
心
に
聊
か
の
疲
勞
の
感
發

葉

は

海

：國

英

吉

利

に
^

つ
：て
：最

も

珍

»

せ

ら

る

べ

き

も 

の
で
あ
る
？
さ
れ
た
。

，此

の

年

彼

は

又

瑞

：四

べ

休

養

の

旅

を

企

て

た

;0
こ
の 

旅

行

中

彼

は

自

己

の

宗

敎

觀
P

つ
；い
て
幾
分
の
：動

搖
，
^

 

感

じ

つ
V

あ

つ
te

、

彼
;0

偏

狹
«

る
；ビ
ュ}

ソ
タ
二
ズ

ら
れ
た
_
は
是
等
の
IB
M

に
ょ
つ
て
窺
a

知
る
事
が
出 

來
る
。
 

‘

同
年
十
月
ラ
ス
キ
ン
の
，
行
は
歸
宅
し
た
。
新
し
く 

#

の
着
手
し
れ
仕
事
は
タ
ァ
ナ
ァ
め
遺
作
整
理
^

.

畫
法
要
義」

の
執
筆
ビ
で
あ
名
。
以
下
简
單
に
之
れ
を

第
十
八
盤
-

_ 

C
0
1

九
五)

…

雜
錄
ン
ヲ
ス
キ
ン
の
美
術
批
評
家
時
代
の
終
焉

第
叙
城

五



笫

十

八

怨

a

 

二
九
六)

.

雜

錄
' 

ヲ
ス
キ
ン
の
美
術
批
評
家
咏
代
备
焉

第
九
號

十

語
り
更
に
彼
の
講
演
時
代
に
及
ぶ
で
ぁ
ら
ぅ
。

.

.

.

.

I
I

:
:

.

.

.

.

.

.

.

.

 

'

卜
：

「

近
世
窬
家
論」

第

1
,

卷
執
筆
の
理
由
ミ
な
つ
た
、
ジ
ェ 

!

 H

ムV

ダ
.グ
リ
ュ
I

V

タ
ア
ナK

の
死
ん
だ
の
は
彼
が 

「

ダ

：二

：
ス
：
の

石

」

の
執
筆
中
第
一
：一
次
の
ゲ

-
:二
ス
：滯
在
中 

の
出
來
事
でI

八

五
-

年

の

：暮

で

ぁ

つ

た

。
，
彼

は

タ
ア 

:ナ
ア
の
遺
作
の
散
逸
を
恐
れ
た
が
幸

ひ
タ
ア
ナ
ア
は
數 

條
に
冱
る
遺
言
を
殘
し
て
お
い
た
。
彼
は
そ
の
麵
言
執 

行
者
に
指
定
せ
ら
れ
て
* :

つ
た
が
、
へ
形
式
上
の
不
備
か 

ら
遺
言
の
效
カ
に
爭
ひ
が
生
じ
ラ
ス
キン

.

を
し
て
この
 

指
定
を
黻
せ
し
む
，る
に
：至
6

,

彼
は
靜
か
に
タ
ア
ナ
ア 

偾
才
の
解
說
者
た

る
事
を
~
望
み
|乍
ら
機
を
待
つ
て
ゐ 

穴
。

一
八
五
六
年
關
係
者
の
妥
協
で
此
の
爭
件
が
決
着 

ず
る
や
、

タ
ア

ナ

r ;
の
作
品
は
悉
ぐ
國
有
ビ
な
つ
て
國 

民
美
術
館
の
評
議
員
會
: 0

手
に

#
ね
ら
れ
た
。
此
の
報 

に
於
い
て
ラ
ス
キ
ン
は
.遺
作
盤
理
1:
當
る
事
を
#

へ、
っ
：て
愈
々
五
七
年
匆
々
そ
の
權
能
を
賦
與
せ
ら
れ
た
。

;
此
の
勞
働
は
翌
年
艽
月
ま
で
續
き
彼
に
精
神
的
肉
體
的 

の
激
勞
を
煩
は
し
た
も
の
で
あ
る
。
彼
の
熱
烈
な
る
擁 

一
‘

識にも拘らず一般は

左
程

タアナ
ア
の

作品やその
 

一
偉
才
に
就
い
て
充
分
の
敬
意
を
表
は
さ
な
い
。
精
神
的 

の皆
痛
は
其
處
に
生
ず
る
、
'
後
年
彼
は
ー
年
餘
の
彼
の 

;'
著
|1
勞
働
が
徒
費
せ
ら
れ
^
事
に
失
望
を
感

じてゐる
 

'

が
彼
尚
身
は
此
の
.愛
«

敬

の

仕

事

^

於

い

て

はタアナ
 

T

に
對
す
る
當
然
の
責
饪

.に盡
す
も
の
S

して厭く事
 

な
か
っ
た
。

一

八

八

三

年「

近
世
書
家
論」

第
二
卷
の

エ
ビ
ロ
}

ク
で
日
く『

タ
ア
ナ
ア
の
最
も
貴
直
な
ド
ロ 

「

丨
ィ
ン
ダ
は

國
民
美
蕭
館
の
穴
倉
の
中
^

納
め
ら
れ
て

 

ゐ
.

るo

が
私
の
仕
事
は
濟
ん
だ
。
然
か
も
英
國
民
が
览 

:

も
狗
も
美
術
を
硏
究
す
る
限
り
は
い

っ

か
私
の
仕
事
が 

彼
等
に
語
る
可
&

時
が
あ
る』

？
。

時
0
宰
相

•

M

u

i

.

の

幹
旋

1

八
五
六
年
ょ
り
^

年
に
か
け
て
彼
は

c
i
t
r
s

 

o

f
 

L

o

 

ラスキ

T
h
e

 

s
e
_

b

I

I

!

1
1

|

i
i
I

($

I
1

家
.

で

は

な

か

つ

た

、
し

か

し®'
實

な

る

觀
察
を
忠
實
な 

る
形
€

線
^

現
は
す
技
倆
は
之
を
自
#

し
て
ゐ
た
。
故 

に
.：彼
の
美
:#
論
又
は
講
演
講
義
の
.類

：は

理

，
論

的

解

明
に 

附
す
る

に
'®
々

の
ィ
ラ
ス
ト
レ
ィ
シ
ョ
ン
を
以
つ
て
し 

且
つ
又
双
の
批
評
は
單
に
砠
㈣

意
味
の
^

何
に
ル
ま
ら 

ず
し
て
實
際
的
技
術
の
方
商
を
含
む
所
が
多
が
つ
た
. 

彼
：の
美
術
評
壇
の
名
聲
が
大
ミ
な
b

勞
働
者
學
校
に
於 

け
る
授
業
を
引
き
ぅ
け
る
.

樣
に
な
つ
て
か
ら
は
屢
I

美 

術
敎
授
の
乞
に
接
し
た
。
彼
は
：懇
切
I

面
で
應
答
す 

る
所
が
ぁ
.つ
た
が
、
觅
に
庇
の
訐
晝
を
組
織
化
し
た
も 

の

が

上

.
記

の
，

「

圖
窬
法
要
義」

，
で
め
る
。
此
0

書
0

特 ヾ

色
は
常
代
著
者
が
第
一
原
理
に
引
證
し
て
末
端
細
目
の 

點
ま
で
明
ら
か
に
し
又
少
な
か
ら
ざ
る
逍
扔
的
襌
意
を 

■

し
れ
事
に
ぁ
る
。
又
.文
體
は
ネ
ス
キV

文
才
.の
驚
く 

可
さ
徺
_

を
物
語
る
も
の
、ヒ
さ
，•れ
困
*
な
る
美
術
的
技 

術
の
說
明
に
ま
た

之

れ

程

®

素

明

瞭な
る
文
辭
を
以
つ 

で
せ
る
を
見
な
いW

激
稱
さ
れ
て
ゐ
る
。
'■
:
:

ラ
ス
キ
ン
の
美
術
敎
育
は
美
術
家
を
つ
ぐ
る
祺
に
な 

く
し
て
、

V

般
の
人
々
が
美
を
見
て
歡
び
を
威
じ
ぅ
る 

資
性
を
涵
養
す
る
に
あ
.つ
れ
。
し
か
し
此
の
目
的
は
11 

に
大
な
る
理
想
に
結
び
つ
い
て
ゐ
る
。
美
術
は
言
葉
や 

文
字
に
記
叙
^
れ
な
い
性
質
の
事
物
を
記
錄
す
る
も
の 

で
あ
つ
て
ド
口
ー
ィ
ン
グ
を
習
ふ
は
之
の
記
錄
を
讃
ひ 

力
を
養
ふ
爲
め
で
あ
る
。」

記
錄
を
ょ
む
事
は
之
れ
に
：ょ 

つ
て
大
な
る
知
を
得
へ
觅
に
隨
伴
す
べ
き
德
性
の
涵
養 

.̂
幸
福
の
增
迤
ど
を
齎
ら
す
。
：即
ち
永
遠
€
平
和
の
美 

を
認
む
る
精
神
的
能
カ
は
單
な
る
昝
カ
で
は
な
い
、
勿 

論
感
覺
的
の
も
の
で
も
な
い
、
.
そ
の
力
は
道
徳
的
能
力
- 

に
ょ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
 

美
を
感
す
る
感
盤
的
意
識
ヒ
：
 

そ
の
物
象
に
對
す
る
愛
€
、
乙
の
關
係
を
生
せ
し
め
た 

上
位
の
力
に
對
す
る
尊
敬
€
感
謝
ノ
%
こ
の
惠
み
に
於 

け
る
自
己
幸
福
の
觀
念
を
'結
合
し
た
糈
神
的
能
力
が
美 

を
認
む
る
：最
上
の
ガ
で
あ
る
？
故
に
美
を
み
る
事
歡
ぶ 

事
.は
旣
に
感
謝
で
あ
る
。

笫

十

八

卷

C
1

ニ
九
士)

雜
.

.

錄
ヲ
ス
キ
ン
の
美
術
批
評
家
時
代
の
終
焉
.

货
.

九
•勒

七



第十八卷
C
1

ニ九八

〕

雜錄ブスキンの美術批評衆時代の終焉

 

プー八

ド
口
.丨
ィ
ン
グ
に
ょ
つ
て
'

、
平
和
に
し
て
永
遠
の
ょ
Z 

/X

び
で
あ
る
美
を
み
.

る
事
を
.ぅ
る
者
は
即
ち
以
上
の
知 

を
勝
で
究
極
は
自
然
の
理
法
舯
の
攝
理
に
悅
服
す
る
狀 

態
を
^

す
事
ど
な
る
。
此
の
意
味
に
.

於
い
て
‘初
め
て
ラ 

メ
キ
；ン
は
美
術
を
雜
重
す
る
の
で
あ
b

且
つ
ハ
反
對
に 

去

：
へ
ば)(

彼
0

愛
好
す
る
美
術
に
此
等
の
重
要
な
も
意 

:

義

を

附

し

て

初

め

て

存

在

，愛

好

の

理

凼

た

ら

し

め

ん

ど 

す
&

も

の

で

あ

るo

此

の

後5
®

®:

は

ラ

メ

キ

ン

の_

.

敎
的
道
徳
的
性
格
が
如
何
に
彼
の
思
想
を
潤
色
し
：て
ゐ 

るかを語るものである，

ぃ

ドV

丨
ィ
ン
ダ
の
性
質
に
.つ
い
て
斯
く
の
如
き
必
要
：
 

を
認
め
た
る
ヲ
ス
キ
，
ン
の
所
論
ば
後
ク
冲
リ
ァ
ム
：#:
モ
リ 

ヌ
の
正
し
ぐ
眺
感
し
た
點
で
あ
6

0
此
の
：マ:
ス
タ
ァ
，
ァ 

—

チ
ザ V

 

は

.一
八
八 
ニ 
年
.R

o
y
a
l

 

C
o
m
m
l
s
s
f
o
a

 o
f
」 

T
e
c
M
c
a
l
w
d
u
c
a
t

o*n

席
上
の
陳
述
に
於
：い
て
V

彼
の 

P
:

r使
用
す
る
'勞
働
者
の一

般
的
無
知
を
歎
じ
、
.其
の
無
知

は

車
®

る
專

s
z

的
技
®

 

0

修
猓
に
よ
つ
で
除
か
f

t

t

)

寧
ろ
ド
ロ
丨
ィ
ン
ダ
の
技
を
一
般
讃
み
書
き
•の
敎
胃
ど 

.
6

匕

く
普
遍
的
.に
，課
す
る
事
に
ょ
つ
て
救
は
れ
る
さ
觀 

じ
た
。.
後
年
の
普
雄
敎
育
に
加
へ
ら
れ
た
美
術
的
要
素 

に
對
す
る
先
騵

>£
し

て

：ー
フ
ス
キ
ン
の
所
說
は
實

.に

偉

大

！

なるものであつた

。
'

.

>

此

の

「

圈
窬
法
要
義J

 .

は
一
八
五
九
年
そ
の
柿
妹
篇 

T
h
e

 

E
l
e
m
e
n
t
s

 

o
f

 

P
e
r
s
p
e
c
t
i
v
e

^

得
た
。
こ
の
透
ff
i

霄
沙
の
.

极
究
は
要
す
る
に
*

;論
を
授
け
る
ょ
ぅ
t

物
象 

，を
正
し
ぐ
観
察
す
る
力
を
附
す
る
目
的
で
あ
る
事
は
前

，書
S

同
一
趣
で
.あ
る
0
.

.

.

.

.

.

.

.

:.
,次

に

彼

，
の

講

演

時

代

を

：
語

ら

ぅ

'

|

八

五

三

年

H

デ

ゾ

ハ
ラ
の
講
演
を
劍
め
ど
し
.

て
|

八
五
六
年
三
月
ょ
9

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

同
六
〇
年
云
月
に
到
る
.間

に

被

は

十

七

間

に

及

ぶ

演
- 

說
，
拶
挨
"
.講
演
等
を
行
つ
た
。.
.彼

は

公

開

講

演

の

獅
.

, 

子
他
を
以
づ
て
彼
の
敎
理
を
普
遍
す
る
事
に
多
大
の
希

望
を
有
し
れ
、
彼
が
友
人
に
與
へ
た
る
#
翰
に
ょ
れ
ば

全脔の

工
業
都
市
に

の'
,
催

_

V
たい

い

v

 

i

Fr-
v

り h
s

i

^

^

K

S

b;
.
:rj
,
 

”

，3
?;
'

ト
货
仅
^
智

つ
て
ゐ
た
。
此
の
時
に
は
ヲ
ス
キ
シ
は
講
演
^

'?
し
し
て

最
火
の
名
聲
を
得
て
ゐ
た
ぺ
彼
の
講
演
は
常
に
®
大
で

表
面
的
に
は
成
功
を
納
め
て
ゐ
た
？
#

つ
で
聽
衆
0 ,
歡

喜
に
引
き
が
へ
て
同
席
の
講
演
者
は
#
な
か
ら
ず
不
平

电
ゐ
た
？
T

A

五
七
年
似
後
の
講
演
中
著
明
な
も
の
は

-

八
五
七
年
マ
ン
チ
ヱ
ス
タ
ァ
市
の
講
演
パ
藤
術
經
濟
.

學
：

T
「

ニ
，つ
の
路」

に
收
錄
せ
ら
れ
た
諸
講
诞
、

一
八

.
五
八
年
ヶ
ム
-
プ
リ
ッ
デ
美
，術
學
校
の
開
校
挨
拶
等
で
あ 

る
0

:

:

,

',
:■*

の
頃
の
講
演
は

a

種
に
區
別
ず
を
事
が
出
來
る
、

一
タ
は
跤
治
、
祖
會
論
が
虫
溯
を
爲
す
も
の
、
：他
は
純 

然
：た
る
«

術
上
の
或
ひ
、は
美
術
敎
育
上
の
所
說
で
あ 

る
。
勿
論
ラ
ス
キ
ゾ
に

あ

つ

て

は

兩

者

を

區

別

す

.る

事 

は
困
雛
で
あ
る
。
，美
は
深
い
M

理
に
關
«
す
る
も
の
で 

あ
つ
て
こ
の
關
係
が
な
け
れ
ば
充
分
に
本
當
の
美
を
永 

遠
に
樂
し
む
事
は
出
來
な
い
の
で
あ
る
。
所
か
政
治
、
 

經

濟

：の

現

象

も

彼

社

#

論
に
よ
れ
ぼ
同1

原
理
に
同
じ

關
係
:̂

有
す
る
の
<*

あ

る

。
；
故

に「

藤

術

經

濟

學

し

の 

講
演
の
主
目
は
美
術
を
手
段

V
J

し
^
彼
の
政
治
論
で
あ 

っ
たM

沄
ふ
事
を
述
べ
る
者
も
あ
な
が
、
其
は
徵
遠
な 

る

同一

原
理
に
到
着
す
る
場
合
而
し
て
そ
の
原
理
を
_

 

明
す
る
便
宜
上
彼
在
來
の
方
法
即
ち
美
術
論
の
形
式
を 

以

っ
て
し
rt

も
の
で
あ
b

f

其
は
纏
て
手
段
形
式
K

於 

い
て
も
純
然
た
る
經
濟
現
象
又
は
實
際
政
治
を
以
っ
.

て 

す
る
に
到
-̂

經

過

を

示

す

も

，の

で

お

る

。

云

は

V

是
等 

の
形
式
を
そ
な
へ
た
講
演
は
彼
の
形
式
的
に
直
®
的
な 

轉
換
を
色
づ
け
る
過
渡
的
狀
態
を
示
す
の
で
あ
る
。

:
.,
何
故
に
ラ
ス
キ
ン
が
美
術
論
ょ
り
經
濟
論
へ
ど
移
っ 

て
行
っ
た
か
。
之
れ
は
興
味
办
る
問
題
で
あ
る
^
共
に 

ラ
ス
キ
シ
の
性
格
ど
傾
尙
^

を
明
瞭
に
描
き
出
す
事
©
 

出
來
る
問
題
で
あ
る
。

コ
ー
タ
ン
グ
ゥ
ッ

ド

は

次
の
*
 

に&

ベ

で
t

。
即
ち
彼
ば:『

ベ
ン
サ
ム
、
タ
カ
ア
ド 

ク
、

'
、
、
' 
ル
等
偉
大
な
る
權
威
が
美
#

家
を
雇
傭
し

職
人 

を
敎
育
し
公
衆
の
趣
味
を
向
上
し
美
術
保
證
者
を
規
雜

笫
十
於
卷

(

一二九九)

雜
錄
ヲ
ス
キ

X

の美術批評家時代の終窝

第九號



第

十

八

铪

C

l

H

Q

Q

)

雜

錄

ス
キ
ゾ
の
美
術
批
評
家
時
代
の
終
焉

第
九
雛

O

す

る

最

莨

の

方

法

に

つ

い

，て

彼

に

敎

A

る
所
あ
ら
ん
鄭 

を
希
望
し
た
が
是
等
の
問
題
は
彼
等
の
ズ
ロ 

'ダ
：
.ラ
：
‘ム
：中 

に
入
つ
て
ゐ
な
か
つ
た』

气

：此
办
說
明
は
一
般
に
3
 

:
ぅ
考
へ
ら
れ
て
ゐる

：：： 1;層
通
俗
的
且
：つ
漠
然
な
說
明
即 

t
>
ラ
ス
キ
ン
は
美
術
論
を
通
し
て
社
會
改
造
論
に
入
つ 

た
、」

換
言
す
れ
ば
美
術
の
世
界
に
遊
ぶ
彼
は
現
代
の
社 

■#
狀

態

殊

に

經

濟

狀

態

に

就

い

て

已

の

世

界

ど

相

容

れ 

ぬ
所
多
き
を
認
め
た
爲
め
で
あ
る
ど
沄
ふ
說
明
ビ
司
軌 

V

あ
る
。
形
式
的
に
み
れ
ば
勿
論
ラ
ス
キ
ン
は
美
術
論 

か
ら
經
濟
論
べ
ど
流

れ

込

ん

だ

の

であ
る
。
併

^
し
彼 

の

社

會

改

造

論

は

別

の

機

會

に

於

い

て

も

述

べ

.た
樣
に 

「

美
術
興
隆」

の
爲
め
で
は
な
い
。
彼
の
目
的
^
す
る
ビ 

Z
ろ
は
美
術
論
に
於
い
て
も
經
濟
論
に
於
い
て
も

等

し

 

く「

人
の
生
活」

で
あ
つ
た
。
.彼
が
美
術
に
附
す
る
惫
義
_ 

の
如
何
に
莊
大
な
る
か

は

前

にi

言
し
た
o
:乙
の
傾
向 

辑
彼
の
生
涯
を
み
る
^u

故
も
ょ
‘く
わ
か
る
。
即
ら
肢
は
.：
 

美
術
的
趣
味
の
高
尙
な
父
親
を
持
つ
.た
。
..そ
し
て
早
く

起

た

ょ
b

lf

美
術
的
零
圃
氣

Q
:

中
に
生
活
す
る
を
得
た
。
然 

か
る
に
彼
.の
像
親
ば
彼
に
嚴
格
な
淸
敎
徒
的
ス
パ
タ
ル 

タ
式
生
活
方
.法
を

ヾ

」

な
更

に
聖
®

の
a
.
課
に
ょ
つ
て
早 

C

も
彼
に
神
に
對
す
る
深
い
觀
念
を
植
え
つ
け
た
。
之 

れ

に

彼

獨

特

の

も

の

，が

彼

の

自

然

崇

拜

で

あ

る

o

こ
の 

自
然
崇
拜
は
神
^
美
術
ど
の
間
に
位
し
て
之
れ
を
結
び 

つ
け
樣
ど
す
る
0

か
く
の
如
S

敎
育
を
得
た
彼
は
美
術 

を
美
ど
し
て
丈
け
で
見
る
事
が
出
來
な
か
つ
た
。
神
に 

關
係
せ
し
め
な
い
で
は
ゐ
ら
れ
な
か
つ
た
。
こ
の
神
の 

念
は
彼
に
あ
つ
て
人
間
生
活
を
規
律
し
統I:

し
そ
の
，調 

和
を
は
か
る
最
大
理
法
の
念
で
あ
る
。
故
に
彼
は
宗
敎
.: 

家
的
で
あ
る
、
し
か
る
に
彼
が
美
に
眼
を
間
ざ
す
事
を 

得
な
い
所
は
純
然
た
る
豸
双
家
で
な
い
。
美
は
神
の
つ 

く
ら
給
ふ
所

、

此

の

神

の

恵

に

從

ふ

て

歡

び

生

^
す
る 

も

の

は

*
:
の

足

め

給

ふ
調

和
ど
幸

福

の

中

に

生

活

す

る

；

事
を
ぅ
る
の
で
あ
る
^

>

M

ふ
。
故
に
彼
は
美
を
ょ
ろ
こ 

ベ
，£

云
ふ
。
...'併
か
し
神
を
忘
れ
を
な
.̂J.

云
、ふ
.o.:
 
Z
の
關

係
に
於
い
て
は
神
の
定
む
も
:「

人
:0
:生
洁」

：
が
最
上
最 

大
の
意
義
を
有
す
る
の
で
あ

.る
。

ラ
ス
キ
ン
は
一
方
美
が
徳
性
の
涵
菝
を
待
つ
て
の
み 

認
め
ぅ
る
事
を
考
ふ
る
ビ
共
に「

人
の
生
活」

は
こ
の 

最
大
最
上
の
理
法

^

從

は

ざ

れ

ば

完

全

な
も

の
で
な
い 

«

し

れ

。
，
美

の

原

现

を

規

律

す

.る
法
則
ど
他
方
面
の
生 

活
を
規
律
す
る
法
則
ど
に
異
る
所
ば
な
い
0

か
：ぐ
し
て 

彼

は「

人
の
生
活」

の
a

想
：化

八
そ
ば
il
l

の
生
活
^

同
；：
 

.

1
U

な
る
意
味
で
な
く
、
地̂

に
於
.

け
力
人
間
■
自
の 

生
活
の
理
想
化)

ょ
り
發
し
て
美
ど
效
用
の
世
界
の
一
一 

方
面
に
跨
が
る
人
生
»
を
構
成
す
る
の
で
あ
る
0

享
樂

勞
働
の
兩
世
界
の
完
莶
な
述
行
こ
そ「

人
生」

の
理
へ 

へ想，で
あ
る
、.所
が

現
代
社
會
は
美

に
現
は
'

る
、
神
他
を 

無
視
す
る
X

共
に
勞
賣
の
世
界
を
支
配
す
べ
き
神
法
：を
：
 

も
無
視
し
て

ゐ
る
。
■
に
#
の
經
濟

? «
が
は
じ
め
て
成 

立
す
.る
.の
で
あ
る
。
彼
の
經
濟
觀

は「

人
生
の

理
想
化」  

に
向
ふ
働
き
を
意
味
.
し
て
ゐ
る
。
' 生
活
の
最
大
調
和
こ

れ
こ
そ
最
上
最
良
の
經
濟
で
あ
る
。
彼
後
萍
の
絕
叫
で 

あ

る「

勞
働
せ
ざ
る
生
活
は
罪
藤
で
あ
る
、
美
術
な
き 

勞
働
は
駔
疆
で
'*

る」

の

v

句

に

ふ

く

ま

る

、
思
想
を 

如
何
に
み
る
か
ノ
之
れ
勞
働
ど
美
的
享
樂
の
生
活
と
の 

不
可
分
を
語
る
も
の
で
あ
り
、

正
し
&

勞
働
な
く
し
て
. 

_

な
く
、
：
美
を
認
め
^

る
11

£

し

き

勞

働

は

存

し

難

し

ど 

云
ふ
も
の
で
あ
る
。

8

つ
て
ラ
ス
、キ
ン
は
旣
に
之
れ
ょ
り
以
前
經
濟
現
象 

及
び
そ
の
問
題
を
研
究
し
て
ゐ
た
も
の
、
如
く
で
あ 

る
、
例
へ
ば
、
地
代
、
m

m

、
貨
幣
の
性
質
を
究
め
ん 

S

し
て
ゐ
る
。「

近
世
«

家

論」

第

：五

卷

序

文

に

は

「

_

 

術
經
濟
學」

に
含
ま
れ
れ
る
經
濟
論
的
倾
向
は
當
時
こ 

の

種

の

硏

究

に®

つ
て
ゐ
た
結
果
で
あ
る
S

し
て
ゐ 

る
°

が
此
の
經
濟
學
的
硏
究
が
若
し
べ
ン
サ
ム
、
ミ
ル
、 

ジ
ヵ
ァ
ド
ゥ
等
^

同
じ
立
場
に
於
い
て
爲
さ
れ
ft

.€
せ 

ょ
> 

然
か
る
時
は
ラ
ス
キ
ン

の
經
濟
論
の
性
質
を
解
輝 

す
る
事
は
し
か
く
容
易
で
な
か
つ
た

ら

ぅ

。
幸
ひ
に
彼

第

九

號
ニ

ニ

.
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雜

錄

ヲ
ス
キ
ン
の
美
術
批
評
家
時
代
の
終
焉



、

第

十

八

轸

(
1

三
〇
r

a

.雜

錄
ヲ
ス
キ
ン
の
美
術
批
評
家
時
代
の
終
焉

 

笫

九

號

n

三

.
:
は±

述
の
理
由
に
ょ
.つ
て
是
等
經
濟
現
象
の
ft
質
を
あ

：：
»

學
者
.

」

な
る
深
意
を
知
ら
r

れ
ば
、
ラ
ス
キ
ン
の
«
 

る
が
儘
の
現
象
そ
の
も
の
さ
む
て
受
け
取
る

所

が

な

か

値

を

贬

し
む
る
こ
事
そ
あ
れ
、
彼
を
稱
揚
す
る
所v

は
' 

つ
れ
。，
被

は

「
人
間
の
生
活
し
の
理
想
を
み
た
。
：そ

は

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

ミ

レ

一

 

要
す
る
に
ラ「

ス
キ
ン
が
®

索
®
想
に
於
い
て
探
り
得 

避
く
可
か
ら
ざ
る
地
上
の
理
想
で
あ
る
.。
が
こ
の
理
穉
た
原
理
は
そ
の
解
明
確
立
丈
け
を
以
つ
て
足
る
性
質
の 

は
，少
ぐ
e

も

「

人
間
の
幸
福
し
を
齋
す
も
の
で
あ
る
タ
も
の
で
な
か
：つ
た
。‘
彼
：は
之
れ
に
實
際
的
效
果
を
附
す 

ラ
ス
キ
ン
.に
ざ
つ
て
幸
ひ

な

事
に
は
經
濟
學
者
は
：い
づ
：

る
强
制
を
嗡
じ
た
。
之
れ
ラ
ス
キ
ン
の
.傳
遒
的
精
神
で 

れ
.

も
そ
の
經
濟
學
原
理
0

胃

頭

に「

人
類
の
宰
福
は
云
了
あ
り
使
命
で
あ
b

、
實

體

.的

に

は

一

八

五

〇

年
後
半
の 

々」

：
の
@

句
を
有
し
佗
。
茲
に
人
類
社
會
の

幸

福

を

論

讅
«

演
ヾ」

な
つ
て
現
は
れ
®

に
*
濟
論
に
つ
い
て
运
へ 

♦

る
に
於
い
て
は
ラ
ス
キ
^

は
經
濟
學
者
に
劣
る
も
の
ば

」

八
六
〇
年
ァ
ン
。ッ

1

0

ジ

ス
6'
ラ

ス

ト

の

現

代

經
 

で
な
い

W

感
じ
た
。
之
れ
彼
自
が
ら
を「

經
濟
學
者」
ど
濟
論
攻
擊
フ
六
一
一
年
の
ム
ネ
ラ
;0
ブ
ル
ダ
ェ
リ
ス
の
新
理 

し
て
振
舞
つ
た
所
以
で
あ
.

つ
て
恐
ら
ぐ
何
人
も
異
議
を
一
論
的
系
統
の
開
明
、
ー
八
七
|

年
の
フ
ォ
ル
ス
。
ク
ラ
グ
ィ 

述
ぶ
る
_

を
得
な
い
®

で
あ
る
。
筆
者
も
こ
の
以
外
に
.

：
デ
ぺ
ご
フ
時
代
の
實
際
運
動
に
な

^

於
：い
て
は
ラ
ス
キ
ン
を
經
濟
學
者
せ
認
め
な
い
の
で
あ
る

。

:

る
？
世
上
往
々
ラ
ス
キ
ン
を
目
し
七
" 

一
®

的
の
：「

經

濟

：■
.:「

藝
術
經
濟
論」

は
是
等
_

筋
中
最
も
有
'*

な
る
も
の： 

:

學
者」

ビ
呼
ぶ
_

を
敢
て
し
而
し
て
そ
を
波
の
名
#

の

で

あ

る

。
其
の
中
に
說
C

所
父
權
的
政
治
論
で
あ
h

國 

:

;

如
く
思
1

す
ゐ
に
汲
々
た
る
.

も
の
：ぁ
る
も
、
：乙
の
：r

經
家
政
策
的
干
渉
論
で
あ
つ
た
、

,
1
の
議
鏽
，か
自
曲
虫
義

紙
濟
學
，の
發
祥
地
マ
ン

チ

ェ

ス
タ
ァ
市
で
爲
さ
れ
れ
事 

を
思
へ
ば
ラ
ス
キ
ン
の
自
信
ど
剪
氣
を
知：

る
事
が
出
來」

ょ
5i
o

f

f

r

iリ
ォ
ッ
ト
ぱ
己
の
'經
濟
論
を
以
つ 

:て

:-
1
傲
慢
.な
る
.背
理」

.せ
批
許
し
た
。
し
か
し
厉
說
ざ
' 

即
ち
後
の「

「

永
遠
の
歡
び
し
..せ
改
題
さ
れ
れ
同
書
は
ラI, 

ネ
ギ
：

X

の
經
濟
論
の
特
色
を
比
較
的
に
系
統
立
て
れ
る 

も
の
、
又
：以
後
の
社
會
思
想
の
思
想
的
源
窥
y

多
く
含 

む
が
故
に
最
も
推
_

せ
ら
も
べ
ぐ
、
：自
か
ら
後
年
誇
&

:

:

述
べ
て
：日

く

『

眞
理
の
間
明
は
茲
に
先
づ
組
織
的
^

論

:I 

:

理
的
序
列
に
於
い
て
>1
出
5

れ
た
で
^

ら
ぅ
。
以
來
余 

.
が
美
術
の
政
治
的
意
義
に
つ
い
.て
書
け
，る
，も
の
は
殆
ざ 

是
等
の
最
初
の
講
演
の
發
肢
に
過
ぎ
な
か
つ
た』

ど
。

S
: 

ノ 

.

「 

.

ノ

二
八
五
七
、
八
年
代
の
講
演
に
：つ
い
て
は
：以
上
に
於 

い
て
±
め
る
、

以
下
語
を
.ベ；：

I

き
は
：M
r近
世
書
家
論」

第 

:

五
淄
S

其
の
.前
に
ラ
ス
キV

の
思
想
上
に
重
木
な
影
響
： 

を
及
ぼ
し
た1

八
五
八
年
の
端
西
旅
.行
^'
で
あ
る
。
:前

第
十
八
盤(

一
三
0
三)

雜
：

錄ラスキンの类

g

囘
ど
此
の
囘
の
瑞
西
旅
行
で
彼
は
瑞
西
歷
史
を
硏
究
し 

气

，そ
し
て
自
然
の
狀
態
ど
國
民
性
の
關
係
美
術
の
國 

，民
氣
質
の
影
響
等
に
：つ
い
：て
彼
に
語
る
所
が
多
か
つ 

々
。
を
れ
ょ
ぢ
も
更
に
重
耍
な
の
は
同
年
七
月
瑞
西
山 

地
を
去
つ
て
チ
ュ
!

リ

シ

の

咖

に

赴

い

れ

時

^

起

つ

た 

出
來
事
で
あ
る
。
こ
の
地
で
彼
は
同
市
の
美
術
®

に
あ 

る
。ホ
ー

ル
。、ヴ
ェ
ロ
ネ
ー
ズ
の
作
品
を
硏
究
し
た
。
?

r

0
 

硏
究
ご
相
俟
，つ
て
被
は
美
術
上
宗
敎
上
の
思
想
に
多
大 

の
變
改
を
齎
ら
さ
れ
た
。
.

元
來
：「

近
世
®

家
論」

第

m

卷
の
ラ
ス
キ
ン
は
未
だ 

第
一
一
卷
の
：宗

敎

的

熱

情

を

脫

し

，て

ゐ

な

か

つ

れ

。
故
に 

チ
、
ア
ン
、
ゲ
ュ
ロ
ネ

I

ズ
の
偉
大
な
る
才
能
を
認
め 

.

な
が
ら
も
彼
は
遂
に
是
等
の
«r

家
の
精
刺
に
同
感
し
き 

れ
な
か
つ
た
。
彼
が
未
だ
尊
重
す
る
所
の
も
の
は
素
朴 

-

純

信

な

敬

虔

派

の

作

品

で

あ

つ

た

.
"
し

か

る

に

彼

の

思 

想
中
に
於
け
る
美
的
感
情
又
は
享
樂
は
漸
次
宗
敎
的
粗 

野
節
素
を
征
服
才
る
事
ど
な
つ
^

。

此

®
時
の
書
面
は 

故評
i

代の終焉

 

烙

焱

r

l

H

:
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雜

錄
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ヲ
ス
キ
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批
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終
焉 

第

九

虎

I

 

ニ
四

彼

が

都

會

の

盤

頓

し

華

麗

：な

名
生
活
を
樂
し
む
事
の

：
®

_ 

惡
に
非
ら
ざ
る
を
指
摘
し
て
ゐ
る
。
乙
の
感
情
ょ
0

彼 

:

は
ダ

K

 

ロ 

4

1
ズ
の
均
齊
，
筆
麗
"

莊

嚴

^

る

人

間

生

活
 

を

ょ

ろM

ぶ

の

で

あ

る

。

こ

、
で

彼

は

以

前

ミ

は

反

對 

の
患
味
で
宗
敎
的
純
情
の
充
溢
せ
る
以
外
に
阿
も
の
も 

な
含
-t
-

k

ア
タ
ス
ト
の
"

作
品
せ
.

宗
敎
的
感
情
®

性
質
は
，：
 

極
め
：.て
低
く
も
そ
の
«
術
的
才
能
の
銳
き
人
々
の
作
品 

せ

を

比

較

す

る

辦

に

な

つ

ね

。

':
'!即

ち

特

に

高

俾

な

目

的 

i

動

機

を

有

せ

ず

又

自

身

極

め

：て
：官

能

的

な

る

«

家
の
.，：
 

,

作
ロ{1
1

ヵ

不

變

に

氣̂

を

そ

な
.

へ
、
.
.
，
反

對

に

謙

讓

な

敬

神
 

的
な
畫
家
の
作
品
が
本
質
的
に
下
等
で
あ
る
。
即
ち
日

>

s 

. 

. 

. 

.

.

|;
-
. 

.
 

I

;:
:

『

强 
<

卒
直
な
獸
性
は
蔡
愁
生
義
、：出
家
主
義
、
虔

信
. 

主

義

、
：

「

其

の

他

是

等

に

從

，上

倾

向

に

反

抗

し

て

最

强

の

;:
: 

替
カ
ぞ
相
結
合
さ
る
ベ
き
も
の
だ
ど
云
上
事
が
確
か
に 

約
柬
せ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
 

>

如
く
で
あ
る
。
ダ
ン
テ
は 

實
に
ノ
少
く
ど
も
名
を
擧
げ
う
可
き
凡
ベ
て
の
偉
人
巾

嚴
肅
‘

で
あ
り
又
佘
の
知
れ
る
限
り
最
も
黻
IE

な
る
A

の

で
あ
る
。
し
か
し
、

ホ
ー
マ
ア
、

シ4

ィ
ク
ス
ビ
ア
、
チ 

ン
ト
レ
ッ
ト
、
グ
工
口
ネ

1

'

、ス、
チ
、
ア
ン
、
ミ
ケ
ラ
ン 

ジ
エ
U

、
ダ

す

ジ
ョ
シ
ユ
ア
、

ル
丨
べ
ン
ス
、

グ-*
.
ラ
ス 

ケ
ス
、

n

ル
レ

デ

ォ
、
タ
ァ
ナ
ア
等
凡
べ
て
是
れ
大
猶 

に
獸
的
て
め
る
。

フ
ラ
ン
シ
ス
力
、
ア
ン
デ
ユ
リ
ロ

、

^

 

の
他
凡
ベ
て
の
純
眞
派
は
如
何
に
も
美
く
し

い
が
比
較 

す
る
ビ
實
に
.貧
相
な
弱
い
人
間
で
あ
る
。』

純
眞
な
る
感 

情
は
人
に
力
を
與
へ
る
も
の
^

考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
、
し 

か
し
反
對
に
善
良
な
、
强
健
.な
>
.
自
制
的
”
壯
大
な
獸 

|

:

性
は
詩
人
、
美
術
家
の
性
質
W

M

/

る
。

I
:

美
く
し
き
顔
”

剛
健
な
る
四
肢
、
奇
興
す
可
く
又
熱
火 

厂
の
如
合
幻
想
的
精
力
、
物
質
の
華
麗
ご
そ
の
愛
は
神
の 

,
造

れ

る

所

の

も

の

で

あ

る

"
萬

物

に

絢

爛

た

る

光

を

添 

ふ
る
太
腸
も

S
の
つ
く
つ
た
も
の
，で
あ
る
0

人
間
の
®

:
像
力
に
光
輝
あ
る
思
想
を
.

賦
典
し
、
人
間
の
筆
觸
に
柳 

成
、
硏
琢
、
完
成
の
力
を
授
け
た
の
も
神
で
あ
る
。
是
等

の
力
を
賦
與
し
是
等
の
美
.を
そ
な
:

へ
れ
神
のM

召
は
是
て
世
界
を
弊
用
す
る
に
先
立
つ
て
先
づ
そ
を
統
制
す
る 

等
に
よo

て
人
を
迷
は
し
神
よ
な
遠
ざ
か
ら
し
む
る

爲

琪
を
敎

へ
し
め
よ』

？
。
 

,

:

め
.
.が
0

r

グV

 

ロ
ネ
1

ズ
の
精
神
に
は
雪
を
戴
く
'

山
嶽
の
故
に
グ
ュ
ロ
ネ
ー
ズ
の

_

:«

に
於
い
て
も
彼
は
叫
美 

如
き
力
が
あ
b

、
'

彼

の

，
腦

中

に

.

は
、
日

沒

時

の

雲

の

如
.

的
見
地
に
立
つ
を
得
な
か
つ
れ
。
.彼
は
あ
く
ま
で
も
美

く
廣
大u

ク
淸
澄
に
整
然
た
る
光
輝
の
中
に
、
入
類
の 

あ
ら
ゆ
る
、
華
麗
ど
威
嚴
)£
,が
漂
ふ
|
此
の
グ
ェ
ロ
ネ 

1

ズ
、
彼
の
指
は
火
の
如
く
？
彼
の
眼
は
朝
の
如
き
彼 

が
I

架
し
て
惡
魔
の
召
使
で
あ
る
か
.；
.』

。：

.
之
は
大
な
る
神
秘
で
あ
る
、
：遂
に
ラ
ス
キ
ン
は
兩
者

.

.

.

. 

'

に
誤
b

を
見
出
す
の
で
あ
る
，、
グ
ェ
ロ
ネ
ー
ズ
は
彼
0

カ 

を
放
縦
に
用
a

穴
る
點
に
於
い
て
、
祭
敎
的
人
々
は
彼 

一
の
弱
さ
t-
M

調
ヾ」

を
誠
實
，
敬
信
ビ
M

ひ
誤
り
た
る
*

に
於
い
て
典
に
間
違
つ
尤
ゐ
る
:̂

み
れ
。
.

日

く『

喰
ふ

... 

• 

. 

.

.

. 

.

能
は
.ざ
る
も
の
が
斷
赏
す
る
は
差
支
な
い
、
語
b

得
ず 

歌
a

得
ざ
る
者
が
說
敎
す
る
も
差
支
な
い
、
乘
物
に
乘 

:

り
得
ざ
る
者
.

が
跳
足
し
て
步
む
，も
.

亦
.

可

な

り

で

あ̂' 

彼
等
皆
共
に
よ
し
^

考
へ「

る

で
あ
ら
う
O

J

が
彼
等
を
し

笫
ヤ
八
卷

| ：

術
の
嚴
肅
な
6
意
義
.を
固
持
す
る
、
美
術
は
之
れ
:5
f

歡 

:
ぶ
事
に
ょ
つ
て
榮
え
、
取
な
る
享
樂
の
爲
め
に
用
ふ
る 

I

事
に
ょ
つ
て
滅
ぶ
。
即
ち
グ
ュ
口
ネ
ー
ズ
の
力
は
滅
び 

の
道
^

あ
つ
た
。
が
大
體
の
倾
向
を
以
て
云
へ
ば
彼
に 

對
す
る
グ

H

 

ロ
ネ
ー
ダ
の
絢
爛
華
麗
の
誘
惑
は
强
か
つ 

:

^

も
の
で
あ
る
、

從
つ
て
第
三
卷
所
說
V
J屢
3

相
反
す 

る
见
想
を
こ
の
當
時
.の
著
作
又
は
講
演
に
見
出
す
の
で 

あ
る
。
又
絕
ぇ
ず
グf

口
ネ
ー
ズ
を
何
等
か
の
見
地
に 

\

於
い
て
擁
議
せ
ん
S

し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
：
畢
竟
中
る 

に
彼
は
純
然
た
る
耽
美
論
者
に
は
な
り
切
れ
な
か
つ
れ 

の
で
あ
る
> 

從
つ
.て
後
年
现
び
乙
の
態
度
は
改
め
ら
れ 

て
、
彼

は「

純
眞
派」

の
態
度
は
決
し
て
弱
い
も
の
で 

な
い
ビ
斷
定
す
る
に
至
つ
て
十
七
年
間
の
惱
み
を
救
ひ

第
九
號

I 

ニ
3£

(
1

三〇五>
:雜
錄
ヲ
ス
キ
ン
の
美
術
批
評
家
時
代
の
終
焉



馆

十

べ

卷C
.
1

三o

六〕

，

雜 

'
 

錄

_ラ
ス
キ
ン
の
獒
術
批
評
家
時
代
の
終
踌

得

た

。
そ

は

本

稿

の

取

扱

ふ

以

外

の

.年

代

に

亙
る
が
&
 

:

に
今
は
之
れ
を
潘
く
。

次
に
同
じ
く
チ
>

丨
リ
ン
を
印
象
地
^
し
て
彼
の
宗 

敎
的
變
化
が
あ
る
o

グ
ェ
ロ
ネ
ー
ズ
硏
究
に
彼
の
宗
敎
觀 

が
含
ま
れ
て
ゐ
る
が
彼
の
幼
時
の
ビ
-'
-

•

Iリ
タ
モ

X

ム 

は
此
の
機
會
に
於
い
て：一

掃
^

れ
て
じ
ま
つ
^

の
で
办 

る
。

積
極
的
に
美
を
追
求
す
る

も
其
が
歡
び
皮
公
正
さ 

を
以
つ
て
爲
3

る
、
な
ら
ば
其
は

常
に
神
の
力
ヒ
靈
ど 

の
中
に
於
い
て
爲
さ
れ
て
ゐ
る
.

の
で
、あ
る
ご
。

,
此
の
改
宗
の
機
を
チ
ュ
ー
?

シ
-滯
在
の
グ
ェ
ロ
ネ
ー
ズ 

研
究
中
の
一
日
^

得
た
、
：
そ
し
て
之
れ
を

ブ
ロ

テ
ス
タ 

ン
テ
-
ズ
ム
の
-
彼
の「

マ
ザ

ァ
：.
ロ
！
し
：
の
終
焉
S

し
た
'
 

し
が
し
之
れ
が
彼
の
宗
敎
的
威
愉
が
雜
ぐ
な
つ
た
事
を 

意
味
し
て
ゐ
な
い
、「「

近
世
高
家
論」

第
五
卷
に
於
い
て 

截

考
に
注
意
し
て
日
く
、
'

『

佘
は
'
モ
ナ
：ス
テ 
ィ
シ
ス
ム
ょ 

り
獬
放
せ
ら
れ
此
の
現
世
口
於
け
る
實
際
的
、
健
全
な

第
九
號

1

二
六

な
る
靜
北
が
自
我
的
、
思
盧
な
き
活
動
^

交
換
せ
ら
れ 

て
德
を
傷
つ
く
る
所
な
し
ど
考
ふ
る』

を
避
け
ね
よ
な 

.ら
ぬ
V

O

又
日
X

『

上
間
の
仕
事
は
、
吾
人
は
今
日
人 

間
で
あ
る
が
故
に
、
名
#
を
以
つ
て
完
全
に
行
は
れ
な 

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
丨

吾
人
が
い
つ
か
天
使
^

る
べ
さ 

か
或
ひ
は
又
嘗
て
は
蛞
蝓
た
t

マ

」

云
ふ
が
如
き
は
事 

實
上
係
は
る
所
で
な
い
、
吾
人
は
一
は
人
間
な
の
で
あ 

る
、
從
つ
て
危
險
を
窗
し
て
も
人
間
の
、
即
ち
愛
^
公 

IE

,̂眞
實
に
み
ち
た
仕
事
を
爲
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
J

o
fc

の
- 

仕
事
の
完
全
な
る
全
力
的
遂
行
に
如
何
な
る
宗
敎
に
も 

せ
ょ
、」

そ
の
健
全
な
る
$
礎
が
在
る
、

此
の
決
意

W

吾

；
 

人

，
の

爲

せ

る

所

の

も

の

^
ょ

つ

.

.
て

の
み
邀
督
は
そ
の
審 

剑
に
際
し
て
吾
人
を
裁
き
、
決
し
て
吾
人
の
信
仰

に
ょ 

つ
て
裁
く
も
の
で
は
な
い
。
人

g

の
世
^
は
悲
哀
ど
苦 

t

w

に
充
ち
て
ゐ
る
、

之
れ
を
恐
る
べ
き
で
な
い
。
又 

人
の
世
界
は
幾
多
の
歡
樂
に
富
む
、
之
れ
を
誘
薇

V
O

し

行
®
を
許
さ
る

、に
到
つ
た

*
を
欣
ぶ
も
、
此
神

1

て
避
ぐV

き
で
な
い

。
悲
哀
を
恐
れ
ぬ
カ
强
い
弗
缀
遁

御
精
神
に
の
み
1

ま
る
V

光
榮
が
あ
る
0

人
の
1£
し
き 

信
仰
は
休
安
を
建
か
來
世
を
希
ふ
態
度
で
な
い
、
現
在
：
 

0

世
界
に
於
け
る
己
の
仕
事
に
力
を
持
ち
ぅ
る
態
度
で 

あ

る
。
Z
の
態
度
に
寒
づ
く
決
意
^

そ
の
遂
打
に
限
&
 

«

»
榮
®
が
め
ぐ
ま
る
V

の
で
あ
る
、
之
れ
ラ
ス
キ
ン 

の
B

か

ら

ょ

ん

で「

ヒ
f

 

t
. 一一-

K

ィ
！

の
宗
敎J

 

す
所
の
'
.も
..の
で
あ
る
。
：
：

'
:

以
上
：は
美
術
的
、
宗
敎
的
に
一
八
五
八
年
の
旅
行
が 

そ
の
徐
々
れ
る
戀
化
の
過
程
^

一
 

段
ヾ」

目
だ
つ
特
色
を 

.

附
し
て
筋
單
な
る
記
述
^

あ
る
。L

フ
ス
キ
ン
は
か
ゝ
る 

S

甯
な
：る
影
響
を
以
つ
て
八
月
：頃
歸
國
し
f t

。
：
殘
れ
る
.
 

仕
事
は
即
ち
"「

近

世

書

象

論
」
：：：

の

結

卷

で

あ

つ

た

。

'然
か
る
に
一
フ
ス
キ

ン
^
瑞
西
よ
办
歸
る
や
チ
べ
ァ 

シ
.、
ダ
:•
*
•ロ
ネ
1

ズ
等
の
硏
究
：に
忙
し
く
、
爲
め
に
彼
の 

父
は
'「

泥

世

書

家

論

」

の
遲
引
を
薆
ま
し
た
。」

八

五 

九

铝

に

.は

マ

ンチ
ュ
ス
タ
ア
、
.ブ
ラ
ド
フ
ォ

_

ド
へ
の
講 

©

旅
行
が
行
は
れ
> 
之
れ
を
以
っ
て
彼
の
講
淡
も
一
時

終
北
し
れ
。
こ
の
年
の
出
版
：に
は「

〗
1

つ
の
路」

ビ「

透
視 

S

法
耍
義J

 

€

が
あ
る
。
彼
は
此
の
年
の「

ァ
キ
ャ
デ
ミ 

1
評
論」

を
終
る
や
五
月
大
陸
の
旅
行
へ
の
ぼ

つ

介

:0 

此
の
時
の
目
‘的
は
獨
逸
美
術
館
の
硏
究
に
あ
つ
た
0

こ 

の
旅
行
中
彼
は
伊
太
利
燠
太
利
の
戰
爭
開
始
に
つ
い
て 

伊
太
利
に
同
情
し
た
數
通
の
書
翰
を
發
表
し
れ
。
獨
逸 

.囘
遊
は
K"
に
瑞
西
を
經
て
終
つ
て
ゐ
る
、

こ
の
旅
行
中 

勿
論
彼
は「

近
世
«

家
論」

：新
，卷
の
構
成
に
思
を
耽
け
I 

:
て
ゐ
れ
。
か
く
て
一
八
五
九
#

十
月
の
歸
國
は「

近
世 

書
家
論」

の
續
行
を
妨
げ
る
障
害
は
最
早
な
か
つ
た
。
 

以
下
美
術
批
許
家
時
代
の
彼
_の
最
大
名
#

を
表
徵
す
る
，
 

此
の
著
に
つ
い
て
語
つ
て
獅
筆
し
ょ
ぅ
。.
，

.
丨
 

ラ
ス
.キ
シ
の
著
書
は
常
に
逼
迫
せ
る
事
情
か
ら
生
れ 

る
。
其
の
事
情
は
^,
の
み
の
感
ず

る
所
で
あ
つ
て
も
こ 

:

の

性

質

は常
に
沄
ふ
事

が
出
來

る

、
等

し

く「

近
世
窬 

象
論」

第
五
卷
も
遥
迫
せ
る

事
情
を
持
つ
て
ゐ
れ
。
但 

し
其
は
第
一
卷
が
タ
ァ
ナ
ァ
の
熱
烈
な
る
辯
議
れ
る
に

笫
十
八
怨

(

一三〇七〕

雑

錄

ラスキンの

美
術
批
評
家
時
代
の
終
漏
，

笫
九
號

1

ニ
七



笫
十
八
卷(一

三
0
八〕

雜
.

錄
：
ヲスキソの獒術批評家時代の終焉

 

第九號 

一二
'

ひ
き
か
け
、
.之
は
彼
の
深
藤
な
る
父
親
.に
對
す
る
愛
に 

S

く
も
の
で
あ
つ
た
。
此
の
時
ラ
ス
キ
ン
说
タK

ナ
ア 

の
傲
大
さ
を
益
々
感
b

.,乍
ら
も
彼
の
自
M

せ
る
職
寶
は 

m

な
る
タ
ア
ナ
ア
の
辯
釋
に
北
ま
る
も
の
で
な
か
つ 

た
。
彼
は
美
術
の
意
_

を
疋
さ
し
む
る
任
務
を
感
じ
为
o 

_1 :

に
^

#

グ
；意
義
ば
.
1)15
|

#

理
法
.の
侧
0)
]

を
.ま
^

マ

」

.等
し 

く
勞
猶
の
世
界
に
於
け
る
W

法
の
意
義
を
明
か
に
し
な 

ぃ
け
れ
ば「

人
間
の
生
，活」

.

找
完
成
す
る
«

が
な
ぃ
S

感 

:

じ
：た
:.
0

こ
、
に
彼
0

E

艘
に
は
タ
カ
ナ
ア
ょ
な
*

れ
去 

る
® ;

機
が
充
分
に
あ

つ

た

。
:'
'
こ

の

動

機

を
柙

へ
て
彼
•し 

「

近
世
*

家
論」

•を
完
成
せ
し
め
た
者
は
it

；
の
著
述
を
以 

つ
て
子
の
最
大
榮
眷
ミ
考
へ
た
彼
の
父
ジ
:

3
ン
•

ジ
ュ
|
 

ム
ス
で
あ
る
o 

N
?

の
意
味
に
於
い
て
ラ
ス
キ
ン
の
父
は 

ラ
ス
キ
ン
に

「

近
世

®

家
論J

:

を
殘
さ
し
め
た
貢
*
を 

英
文
學
上
に
有
す
る
の
.

で
.：

あ
る
.。
：
，

:

:か
\

る
事
情
€

著

者

の

勞

苦

ど

の

：
下

に

.「

近

世
®

家

.：
 

論」

は
：一

八

六

〇

年

七

月

十

四

日

そ

の

第

五

卷

を

公

に
し
て
完
結
す
る
事
ビ
な
つ
た
。其
の
論
す
る
所
は
草
1 C

、 

雲
*

の
美
を
論
じ
^

も
の
で
あ
り
、
之
の
性
質
は
®

ra 

卷
10

嶽
の
美
の
硏
究
に
相
當
し
遂
に
水
の
美
は
本
番
^
 

に
加
ふ
る
餘
地
を
得
な
か
つ
た
。
又
他
の
方
面
に
於
い 

j

T

も
彼
の
省
略
は
本
書
に
於
い
て
最
も
著
し
い
の
で
あ 

'■
;:る
。
此
の
事
は
彼
の
研
究
熱
の
熾
烈
を
語
る
傍
、
彼
が 

|
;

同
誓
の
完
結
を
速
か
に
す
る
事
に
苦
心
せ
る

情
を
#

語 

る
で
あ
ら
ぅ
。
而
し
て
是
等
の
事
情
の
結
染
並
び
に
彼
：
 

の
_
熟
せ
る

思
想
發
展
の
結
果
は
著
者
を
し
て
頗
る
淸 

j

澄
靜
北
の
態
度
をV

J

ら
し
め
、
.傲
慢
放
：膽
な
る
表
現
、
 

態
度
を
少
な
か
ら
し
め
た
0

:

い
,第
五
卷
後
半
は
雄 

一
*

に
起
せ
：る
項
目
中
の
最
後
の 

一.
も
の
即

ち
「

關
係
卜
の
觀
念
を
論
じ
た
も
の
で
形
式
的 

に

は

：
コ

ム

.
。

ホ
.ジ
ン
ョ
ン
て
あ
ら
’意
義
的
に
は
材
題
の
選 

.
擇
t
ょ

る

祐

人
ど
の
關
係
の
.示
し
方
を
論
す
る
も
の
. 

で
あ
る
0

此
の
後
者
の
も
の
に
つ
い
て「

近
世
書
家0

」

 

^

五
4

は
死
ど
21
?

^

^

?

^

^
輸

ず

る

一
ク
の
人
生
論
^j

關

陳

す
る
•も

の

で

あつ
^
。

:

::此
の
書
に
對
す
る
批
―

は
稱
讃
の
合
唱
^

云
.ふ
事
が 

出
來
る
。
誠
に
美
術
批
評
家
皮
し
て
め
‘ジ
ョ
ン
.
ラ
ス
キ 

ン
の
榮
#
の
最
火
を
花
飾
る
冠
せ
も
沄
ふ
べ
き
で
あ
つ 

れ
。
し
か
る
に
こ
0

著
述
の
公
刊
さ
る
、
に
先
立
つ
て 

ラ
ス
キ
シ
は
既
に
シ
；
ザ
モ
)

チ
の
地
に
侗
け
て
出
立
し 

て
ゐ
/ 2

。彼
は
ゼ
ネ
グ
ナ
で
第
五
翁
校
正
刷
を
返
送
し
彼 

の
愛
す
る
端
西
へ
も
前
つ
た
。
し
か
も
此
の
地
^
於
ぃ 

て
次
に
埶
筆
せ
ゐ
ー
小
論
女
：は
彼
が
十
七
年
間
に
瓦
つ 

て
築
き
-

^
げ

^

(

否

寧

ろ

人

が

彼

の

爲

め

に

築

き

上

げ 

た)

名

聲

を一

時
に
失
0

せ
:1
,

' 0

る
運
命
を
持
つ
て
ゐ
.

た
,
，こ
の
小
論
文
こ
そ
被
の
經
濟
論
中
の
名
箸
.「

ァ
ン 

ク
_

:-
ジ
ス
•
ラ
ス
ト」

で
あ
る
。

傅

記
々
者
は
普
通 

.
V 

J

の
時
を
劃
し
て
ラ
ス
キ
レ
の
前
後
兩
半
生
艺
す
る
。

名

德
:«
灼

允

る

前

生

涯

に

錄

し

て

陰

慘

な

る

後

生

涯

を 

_ヾ

照
さ
せ
る
。「

近
世
鐵
家
論」

第
五
卷
中
に
彼
の
社
會 

論
の
求
む
る
は
難
く
な
い
o

「

ア
シ
ッ
！
«:

ジ
ス
。
ラ
ス

笫
す
A

怨

C
1

3

0

九
V

雜

::錄
'
 

ヲ
ス
キ
ン
の
■类
術
批
轷
家
時
代
の
終
焉

ト」

が
截
錄
是
等
の
美
術
論
に
# :

立
す
る
？
考
ふ
る
は 

淺
薄
で
ぁ
る
。
し
か
し
今
是
等
に
つ
い
て
詳
細
欠
論
ャ 

る
は
徒
ら
に
紙
數
を
增
加
せ
し
む
る
の
み
な
る
が
故
に 

筆
者
も
他
に
做
つ
.
て
ラ
ス
.
キ
シ
の

、美

術

論

客

ミ

し

て

の

： 

半
生
涯
を
傳
ふ
る
を
以C

.

て
一
時
擱
筆
せ
ん
.ど
^ :

る
，の 

で
あ
る
。
幸
ひ
幾
分
な
H

 

€

も
ジ
.
ョ
ン
9

ラ
ス
キ
ン
の

• 

• 

• 

. 

. 
I
 

. 

.

美
術
觀
中
の
社
會
思
想
を
傅
へ
得
た
々
£

せ
ば
筆
者
0

.へ
 

:
努
カ
空
^ :

か
ら
ざ
る
の
で
ぁ
る
。(

終)第
-九̂

M
I

九


